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問 題 の 所 在

近 年・ 環 境 問 題 に 対 す る 企 業 の 関 心 が 高 ま る にっ れ て・ 企 業 行 動 に 関 連 す る 環 境 情 報 の 開 示

事 例 が 多く み ら れ る よ う に な っ て き た。 こ の 傾 向 は、 官 民 と も 環 境 間 題 に 熱 心 な 欧 州 各 国 で と

く に 強 い。 し か し、 欧 州 に お い て も ノ ル ウ ェ ー を 除 い て は、 ま だ 環 境 情 報 の 開 示 を 法 で 規 制 す

る 国 は な く１〕
、 各 企 業 が 自 発 的 に 開 示 し て い る の が 現 状 で あ る。

そ れ らの 開示 形 態 は、 営 業 報 告 書 に 数 行 の 記 述 を 行 う もの か ら 独 立 し た 環 境 報 告 書 ま で 非 常

に バ ラ エ テ ィ に 富 ん で お り・ ま だ 特 定 の 形 式 に 収 敏 す る 段 階 に は 至 っ て な い。 し か し・ 開 示 内

容 に つ い て は、 一般 に 企 業 の 環 境 保 全 活 動 に 関 す る 情 報 が 取 り 扱 わ れ る 傾 向 に あ り、 と り わ け

独 立 し た 環 境 報 告 書 で は、 ほ と ん ど が こ の ス タ イ ル を と っ て い る。 と く に、 生 産 物 ・ 製 造 過 程 ・

投 入 物 が 企 業 内 外 の 環 境 に 与 え る 影 響、 さ ら に、 こ れ らの 影 響 を 減 少 さ せ る た め に と ら れ た 対

策 等 が 開 示 さ れ る２）
。 し た が っ て、 内 容 の 性 質 上、 開 示 さ れ る 情 報 は、 主 と し て、 記 述 情 報 か、

ま た は 物 量 情 報 と な り、 企 業 の 財 務 数 値 と は 直 接 的 な 関 連 性 を もた な いこ と が 多 い。

こ の よ う な 状 況 は 基 本 的 に オ ラ ン ダ で も 同 様 で あ る が坦〕
、 ＢＳＯ 社 が 公 表 し た 環 境 計 算 書

（ Ｍｉユｉｅｕｊａａｒｒｅｋ㎝ｉｎｇ） の 場 合 は、 そ れ ら と は ま っ た く 別 の 方 向 性 を も つ 点 で、 特 異 な 開 示 事

例 と な っ て い る。 環 境 情 報 の 開 示 が 主 と し て 自 発 的 に 行 わ れ て い る 現 在、 こ の 試 み は、 将 来 の

環 境 情 報 の 開 示 動 向 に 大 き な 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る。 そ こ で・ 本 稿 で は・ こ の 環 境 計 算 書

の計 算 構 造、 評 価 原 則 を 検 討 して、 環 境 情 報 開 示 に お け る、 そ の 意 義 と 間 題 点 に つ い て 考 察 し

て み た い と 思 う。

■． 環 境計 算書 の 計算 構 造

環 境 計 算 書 を 公 表 し た ＢＳＯ 社 （ＢＳＯ Ｂｅｈｅｅｒ ｂ．ｖ．） は、 情 報 シ ス テ ム 開 発
、 コ ン ピ ュ ー タ ・

テ ク ノ ロ ジ ー 分 野 で 活 動 す る 総 合 情 報 処 理 企 業 グ ル ー プ の 持 株 会 社 で あ る。 同 グ ル ー プ は、
オ

ラ ン ダ 系 の ＢＳＯ グ ル ー プ と ベ ル ギ ー 系 の ＯＲＩＧＩＮ グ ル ー プ か ら 成 っ て お り、 資 本 的 に は フ ィ

リ ッ プ ス 社 系 列 に 属 す る ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス で あ る。

環 境 計 算 書 は、 ＢＳＯ 社 の １９９０ 年 度 の ア ニ ュ ア ル ・ リ ポ ー ト に、 財 務 諸 表 と は 独 立 し た 区 分

で、 １０ 頁 に わ た っ て 記 載 さ れ て お り、 ＢＳＯ ／ ＯＲＩＧＩＮ グ ル ー プ 全 体 の、 い わ ば 連 結 計 算 書 の

体 裁 を と っ て い る。 環 境 計 算 書 が 通 常 の 環 境 情 報 開 示 と 違 う と こ ろ は、 企 業 活 動 の 環 境 に 対 す



３０ 社 会 関 連 会 計 研 究 第 ５ 号

る 影 響 を 企 業 の 生 産 性 指 標 と 関 係 づ け て い る 点、 つ ま り、 付 加 価 値 計 算 の 形 態 を と っ て いる こ

と で あ ろ う。

計 算 の 第 一 段 階 は、 環 境 に対 す る 企 業 活 動 の 影 響 を コ ス トと し て 捕 捉 す る こ と で あ る。 ＢＳＯ

社 で は、 こ れ を 環 境 影 響 コ ス ト （ Ｋｏｓｔｅｎ ｖａｎ ｄｅ ｍｉ１ｉｅｕ－ｅｆｆｅｃｔｅｎ） と 呼 ん で い る。 環 境 影 響

コ ス ト は、 企 業 活 動 に と も な っ て 発 生 す る 様 々 な 環 境 汚 染 幸、 空 中 放 出 汚 染、 汚 水、
廃 棄 物 の

各 区 分 ご と に 集 計 す る が、 具 体 的 に は、 汚 染 物 質 の 排 出 ・ 放 出 量 に 限 界 コ ス ト （ ｍａｒｇｉｎａ１ｅ

ｋｏｓｔｅｎ） を 乗 じ て 計 算 し た 数 値 で あ る。 限 界 コ ス ト と は、 汚 染 物 質 が 特 定 の 排 出 ・ 放 出 水 準

以 下 に な る よ う 処 理 す る と し た ら 必 要 に な る で あ ろ う 単 位 コ ス ト を い う。 環 境 影 響 コ ス ト は、

処 理 の 面 か ら２っ の カ テ ゴ リ ー に 区 分 さ れ て お り、 汚 水 の 排 水 ・ 浄 化、 廃 棄 物 の 輸 送 ・ 処 理 等、

ＢＳＯ社 以 外 の 第 三 者 が 公 共 ま た は商 業 ぺ 一 ス で 行 う 処 理 の コ ス ト と、 排 煙 ガ ス 浄 化 後 の 大 気 汚

染、 汚 水 処 理 後 の 水 質 汚 濁 ・ 残 津 等、 浄 化・ 処 理 作 業 を 施 し た 後 に ま だ 残留 す る 汚 染 に っ い て

の コ ス ト か ら 成 っ て い る。

次 に 控 除 価 値 （ｏｎｔｔｒｏｋｋｅｎ ｗａａｒｄｅ） の 計 算 が 行 わ れ る。 控 除 価 値 は、 企 業 が 負 担 す べ き

正 味 の 環 境 コ ス ト を 意 味 す る 概 念 で、 先 に 算 出 さ れ た 環 境 影 響 コ ス ト か ら 企 業 が 実 際 に 支 払 っ

た 環 境 支 出 （ ｍｉ１ｉｅｕ－ｕｉｔｇａＶｅｎ） を 差 し 引 い て 計 算 す る。 こ の 環 境 支 出 は 正 味 の 環 境 関 連 支 出

を意 味 し て お り、 企 業 外 部 に 委 託 し た 汚 染 浄 化 処 理 費 用 の 支払 分と 環境 関 連税 の合 計額 か ら成 っ

て い る （環 境 助 成 金 を 受 け て い る 場 合 は、 そ の 助 成 金 額 を 差 し引 く）。

最 後 の 段 階 で は、 企 業 が 創 出 し た 付 加 価 値 （人 件 費 十 減価 償 却 費 十 金 融 費用 十 税 金十 純利 益）

か ら 控 除 価 値 を 引 い て 純 付 加 価 値 を 算 出 す る。 こ う して、 環 境 影 響 コ ス ト を 反 映さ せ た 企 業 付

加 価 値 計 算 を 行 う の で あ る。

皿． 環 境計 算 害の 評価 原則

環 境 計 算 書 に 記 載 さ れ る 環 境 影 響 コ ス ト は、 い か な る 汚 染 を 含 む の で あ ろ う か。 ＢＳＯ 社 で

は、 企 業 活動 の 環 境 に 対 す る 悪 影 響 を、 直 接 的 影 響 と 間 接 的 影 響 に 分 け て 認 識 す る。 直 接 的 影

響 と は、 自 社 に よ る 直 接 的 な 汚染 とエ ネ ル ギ ー 消 費 を い い、 間 接 的 影 響 に は、 他 社 が 環 境 破 壊

を 引 き 起 こ し て 生 産 し た 製 晶 ・ 原 材 料 の 使 用 に よ る 「ｌ１１上 影 響 （ｓ七ｒｏｏｍｏｐｗａａｒｔｓｅ ｅｆｆｅｃｔｅｎ）」

と、 自 社 が 販 売 し た 製 品 の 消 費 に よ る 汚 染 ま た は 消 費 後 の 汚 染 で あ る 「川 下 影 響

（ｓｔｒｏｏｍａｆｗａａｒｔｓｅｅｆｆｅｃｔｅｎ）」 が 含 ま れ る。 前 者 に つ い て は、 環 境 に 優 し い 製 晶 ・ 原 材 料 を

選 択 的 に 購 入 す る こ と で 生 産 者 に 影 響 力 を 行 使 でき る し、 後 者 に つ い て は・
材 質 等 に 汚 染 原 因

と な ら な い よ う な 配 慮 を 施 す こ と で 消 費 者 に影 響カ を 行 使 す る こ と が で き 孔 し か し・ ＢＳＯ 社

は メ ー カ ー で は な い の で、 川 下 影 響 は 考 慮 し て い な い。 ま た、 川 上 影 響 の 対 象 物 は、 紙、 電 力、

コ ン ピ ュ ー タ、 コ ピ ー 機、 自 動 車、 家 具、 事 務 用 品、 清 掃 サ ー ビ ス で あ る が、 電 力 を 除 き、 こ

れ らの 環 境 影 響 コ ス ト は 供 給 者 の 環 境 効 率 に 著 しく 依 存 す る た め 認 知 が 難 しく、 当 該 対 象 物 の

選 択 的 購 入 等 に よ る 影 響 力 の 効 果 を 計 算 す る の は 困 難 で あ る。 し た が っ て、 環 境 計 算 書 に 計 上
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さ れ る の は 直接 的影 響 と 電 力 使 用 に よ る 間 接 的 影 響 だ け と な る。 具 体 的 に は、 エ ネ ル ギ ー ・ 交

通 手 段 の 利 用 や 廃 棄 物 焼 却 に よ る 大 気 汚 染 物 質 の 放 出 お よ び残 津の 排 出、 汚 水 浄 化 施 設 か らで

る 残 留 汚 染 ・ 浄 化 残 津 で あ る。

環 境 影 響 コ ス ト計 算 の 大 部 分 は 残 留 汚 染 の 計 算 で あ り、 そ れ は 放 出 削 減 手 段 の 限 界 コ ス トで

評 価 さ れ る。 そ の 際 基 準 と な る べ き 削 減 目 標 は、 各 汚 染 物 質 ご と に 現 代 社 会 で 認 め ら れ た 「最

適 な 環 境 水 準」 を参 考 に 決 定 さ れ る。 た と え ば 窒 素 酸 化 物 ・ 二 酸 化 硫 黄 にっ い て は ＮＭＰ プ ラ

スー） の 水 準、 二 酸 化 炭 素 に っ い て は 気 候 変 動 に 関 す る 政 府 間 パ ネ ル （Ｉｎｔｅｒｇｏｖｅｍ ｍｅｎｔａ１

Ｐａｎｅ１ ㎝ Ｃ１ｉｍａｔｉｃ Ｃｈａ㎎ｅ） の 中 間 報 告 書 に お け る 水 準、 汚 水 浄 化 に つ い て は 飲 料 水 に 適 す

る 水 準、 廃 棄 物 の焼 却 残 津 に つ い て は 投 棄 コ ス ト、 を 参 考 にす る。 具 体 的 な 評 価 に つ い て は以

下 の よ う に 説 明 さ れ て い る。 な お、 １ ギ ル ダ ー は 邦 貨 で 約 ５５ 円 （１９９３ 年 ８ 月 現 在） で あ る。

１． 窒 素 酸 化 物

窒 素 酸 化 物の 評価 は、 影 響 特 性 が異 な る 固 定 的 放 出 源 （暖房 ・発 電） と 適 路 交 通 に 大 別 して

行 う。 道 路 交 通 は、 影 響 範 囲 が 広 く、 ラ ッ シ ュ 時 に 時 間 的 集 中 度 が 高 く な る と い う 特 性 を も っ

て い る。 そ れ に 比 べ て、 固 定 的 放 出 源 は 影 響 範 囲 も 時 間 的 集中 度 も 限 定 的 で あ る。 空 路 交 通 に

関 して は、 特性 上、 固 定 的 放 出 源 と 同 じ 基 準 で 評 価 して い る。 固 定 的 放 出 源 で は、 ＮＭＰ プ ラ

ス お よ び そ の 他 の 政 策 ・ 答 申 等 の 評 価 情 報 に も と づ い て、 削 減 コ ス ト を ㎏ あ た り １０ ギ ル ダ ー

と して い る。 道 路交 通 で は、 汚 染 物 質 の 放 出メ カ ニ ズム が 完全 に 解 明 さ れ て お ら ず、 汚 染 物 質

ごと の 削 減 コ ス ト 算 定 が 困 難 な の で、
オ ラ ン ダで 設 置 が 義 務 化 さ れ て い る 最 新 の 触 媒 を っ け た

際 に 同 時に 除 去 さ れ る 窒 素 酸 化 物、
一 酸 化 炭 素、 炭 化 水 素 を一 括 し て 評 価 し て い る。 こ れ らの

削 減 コ ス ト は、 走 行 条 件、 触 媒 の コ ス ト、 ＬＰＧ 車 の ケ ー ス 等 を 考 慮 し て、 ｋｇ あ た り ４０ ギ ル

ダ ー と な っ て い る。

２． 二 酸 化 硫 黄

二 酸 化 硫 黄 の 削 減 コ ス ト 算 定 法 は、 基 本 的 に、 窒 素 酸 化 物 の 場 合 と 同 様 で あ る。 二 酸 化 硫 黄

と 窒素 酸 化 物 は と も に 酸 性 雨 の 原 因 物 質 で、 両 者 の 放 出 に は相 関 性 が あ る。 ま た、 今 日 の 環 境

規 制 で は 酸 性 雨 を 酸 性 物 質 単 位 で 計 測 す る が、 二 酸 化 硫 黄 に 含 ま れ る 酸 性 物 質 は 窒 素 酸 化 物 の

１．４４ 倍 で あ る。 こ れ ら を 考 慮 し て、 二 酸 化 硫 黄 に っ い て は、 窒 素 酸 化 物 の 削 減 コ ス ト を １．４４ 倍

し た、 ｋｇ あ た り １４ ギ ル ダ ー を 削 減 コ ス ト と す る。 こ れ は、 Ｎ ＭＰ プ ラ ス の 削 減 目 標 達 成 コ ス

ト よ り も 高 額 で あ る。 両 者 の 毒 性 に 関 す る 相 対 的 関 係 は こ の 倍 率 よ り 高 い が、 オ ラ ン ダ で は 酸

性 雨 の 方 が 毒 性 問 題 よ り 深 刻 な の で、 こ の 点 は 考 慮 しな い。

３． 二 酸 化 炭 素

二 酸 化 炭 素 の 削 減 方 法 は、 エ ネ ル ギ ー 節 減、 エ ネ ル ギ ー 源 の 変 更、 原 子 力 利 用、 森 林 再 生、

低 成 長 経 済 へ の 転 換 等 様 々 な の で、 削 減 コ ス トも そ れ に 応 じて多 様で ある （ちな み にエ ネ ルギー

節 減 に は コ ス ト が 不 要 で あ る）。

汚 染 削 減 の 限 界 コ ス ト は削 減水 準 に 依 存 し評 価 が 困 難 で あ る が、 気 候 変 動 に 関 す る 政 府 間 パ
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ｌＯ ｆ／ ㎏

１ＯＯ ｆ／ ｔｏｎ

５

４８

合計 ５３

電力使用

二酸化硫黄

窒素酸化物

粉塵等

二酸化炭素

合計

７９３４ ｋｇ

６２０２ ｋｇ

６６７ ｋｇ

２５１５ ｔｏｎ

１４ ｆノ ㎏

１０ ｆ／ ㎏

１Ｏ ｆ／ ㎏

１００ ｆ／ ｔｏｎ

１１１

６２

７

２５２

４３２

道路交通

窒索酸 化物

炭化水素
一酸 化 炭 素

二酸化炭素

合計

ｌｌｌｌｌｌｌ」
７２３２ ｔｏｎ

４０ ｆ／ ㎏

１００ ｆ／ ｔｏｎ

８２３

７２３

１５４６

空路交通

窒素酸 化物

二酸化炭素

１１６０ ｋｇ

３１７ ｔｏｎ

ｌＯ ｆノ ㎏

１００ ｆ／ ｔｏｎ

１２

３２

合計 ４４

廃棄物焼却

二酸化硫黄

窒素酸化物

粉塵等

塩化水素

二酸化炭素

合計

空中放出分 計

３００ ｋｇ

３６９ ｋｇ

２５４ ｋｇ

６９２ ｋｇ

２７７ ｔｏｎ

１４ ｆ／ ｋｇ

ｌＯ ｆ／ ｋｇ

１Ｏ ｆ／ ㎏

１３ ｆ／ ㎏

０ ｆ／ ｋｇ

２０

２０９５

汚水

水質浄化

排水

残留水質汚濁

汚水計

２７７ ｉ
．ｅ．

２７７ ｉ
．ｅ．

４８ ｆ ／ ｉ．ｅ．

１２ ｆ ハ ．ｅ．

１３

３

２７

４３
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廃棄物

当 社 の 出 す 廃 棄 物

廃棄物量

リ サ イ ク ル紙 片

純廃棄物量

収集費

焼却費

廃 棄 物 焼 却 後 の 残 留 廃 棄 物

灰

浮 遊 ガス

小計

３７７ ｔｏｎ

１４６ ｔｏｎ

２３１ ｔｏｎ

３７７ ｔｏｎ

２３１ ｔｏｎ

８０ ｆ／ ｔｏｎ ３０

１００ ｆ／ ｔｏｎ ２３

２３ ｔｏｎ １００ ｆ／ ｔｏｎ

７ ｔｏｎ ２００ ｆ／ ｔｏｎ

５６

発 電 所 の 出 す 廃 棄 物

浮 遊 ガ ス ６４ ｔｏｎ ２００ ｆ／ ｔｏｎ １３

水 質 浄 化 に よ る 廃 棄 物

残津

廃棄物計

総計

４ 乾 燥 ｔｏｎ ５００ ｆ／ 乾 燥 ｔｏｎ ２

７１

２２０９

＜環 境支 出＞

燃 料 税 （オ ラ ン ダ）

天 然 ガ ス （暖 房）

ＬＰＧ 自 動 車

発 電 所 の 燃 料

合言十

１

１８

８

２７

浄 化 税、 汚 染 税、 下 水 道 税 お よ び

そ の 他 の 環 境 税

廃棄物処理委 託

合計

１３８

５１

２１６

＜控除価値＞

環 境 影 響 コ ス ト

環境支出

控除価値

２２０９

２１６

１９９３

＜ 純付加価値＞

付加価値

控除伍値

純付加 価値

２５５６１４

１９９３

２５３６２１
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ネ ル の中 間 報 告 書、 専 門 研 究 機 関 の 試 算、
ＯＥＣＤ の マ ク ロ 経 済 モ デ ル を 検 討 し て 決 定 す る。

た だ し、 二 酸 化 炭 素 の 削 減 が 他 の 物 質 の 削 減 と 同 時 に 行 わ れる こ と か ら、 そ の 削 減 コ ス ト は相

対 的 に 低 い と み な し て、 ト ン あ た り １００ ギ ル ダ ー と す る。 廃 棄 物 焼 却 か ら 出 る 二 酸 化 炭 素 は、

主 と して バイ オ マ ス か らの 放 出 な の で、 純 放 出 は ゼロ 評価 で あ 乱

４． 汚 水

企 業 汚 水 は 住 人 当 量 （ｉｎＷＯｎｅｒ－ｅｑｕｉＶａ１ｅｎｔ， ｉ．ｅ． と 略 称） を 測 定 単 位 と す る。 こ れ は、 生 活

す る 人 間 が１人 あ た り １ 年 間 に 排 出す る 平 均 的 汚 水 量 で 表 さ れ る 単 位 であ る。 住 人 当 量 あ た り

の 水 質 浄 化 ・ 排 水 コ ス ト は オ ラ ン ダ の 平 均 コ ス ト に よ る。 浄 水 施 設 か ら 排 出 さ れ た 残 留 汚 染 に

つ い て は、 飲 料 水 水 準 の 浄 化 コ ス トで 計 算す る。 専 門 家 に よ れ ば、 生 活 排 水 の 飲料 水 化 に は 既

存 の 浄 水 施 設 に 対 す る 投 資 額 の ２ 倍 の 投 資 が 必 要 と の こ と な の で、 残 留 汚 染 コ ス ト を 既 存 の 平

均 浄 水 費 用 の ２ 倍 と 見 積 も る。

５． 鷹 葉 物

ＢＳＯ 社 の 廃 棄 物 は 大 半 が 紙 で あ り、
そ の５０ ％ は リ サ イ ク ル に 回 る と み な さ れ 孔 残 り は 通

常 の 生 活 ゴミ な の で、 そ の コ ス ト （収 集 費 ・ 焼 却 費） は 大 規 模 な 焼 却 施設 によ る 処 理 を 基 準 と

し て 評 価 す る。 そ れ ら の オ ラ ン ダ に お け る 平 均 コ ス ト は、 そ れ ぞ れ ト ン あ た り ８０ ギ ル ダ ー お

よ び １００ ギ ル ダー で あ る。 廃 棄 物 に 関 す る 残 留 汚 染 に は、 焼 却 施 設 等 か ら の 浮 遊 ガ ス、 投 棄 さ

れ る 灰、 浄 水 施 設 か ら 出 る 残 津 が あ る。 こ れ ら の 処 理 コ ス ト は、 ト ン あ た り、 浮 遊 ガ ス が

２００ ギ ル ダ ー、 灰 投 棄 が １００ ギ ル ダ ー、 浄 水 残 津 が ５００ ギ ル ダ ー で あ る。

６． 評 価 上 の 制 約

上 記 の 評 価 原 則 に は 様 々 な 制 約 が っ け ら れ て い る が、 そ れ らを 要約 す る と 次 の よ う に な る で

あ ろ う。

（ａ） 環 境 汚 染 に は市 場 価 格 が な い の で、 多 く の 仮 定 に も と づ い て 間 接 的 に 計 算 せ ざ る を え な

い。 そ の た め
、 計 算 は 不 完 全 で あ る。 た と え ば

、 残 留 汚 染 を 放 出 削 減 手 段 の 限 界 コ ス ト で 評

価 す る に あ た っ て、 「社 会 は、 環 境 保 全 手 段 の 限 界 コ ス ト と、 そ の 結 果 も た ら さ れ る 限 界 利

益 が 一 致 す る 点 ま で、 合 理 的 な 方 法 で 環 境 保 全 手 段 を 講 ず る」 と い う 仮 定 を 前 提 と し て い る

が、 こ れ は 多 く の 領 域 で 成 立 し な い こ と が あ る。

（ｂ） 特 定 の 要 因 （汚 染 源 の 正 確 な 構 造、 各 種 の 放 出 源 に お け る 重 金 属 の 基 準） は 明 確 に さ れ

て い な い
。

（Ｃ） 原 子 力 発 電 に よ る 環 境 汚 染 は 考 慮 さ れ て い な い。

（ｄ） 測 定 記 録 や 統 計 資 料 の 欠 如 等 に よ り、
放 出 メ カ ニ ズ ム の 物 理 的 特 性 は 完 全 に は 解 明 さ れ

て い な い。

（ｅ） 廃 棄 物 の 捕 捉 は 各 事 業 所 ご と に 行 わ れ る が、 あ ま り 正 確 で は な い。

（ｆ） 水 質 汚濁 は 水 使 用 量 等 か ら の 推 計 値 で あ る。

（ｇ） 事 業 の 性 質 上、 事 業 員 の 多く は 顧 客 の 事 業 所 で 勤 務 す る が・ そ こ で の 汚 染 は 考 慮 さ れ て



オ ラ ン ダＢ Ｓ Ｏ 社 の 環 境 計 算 書（上 妻） ３５

い な い
。

ｌＶ． 環 境計 算書 の意 義

ＢＳＯ 社 の 環 境 計 算書 は、 欧州 企 業 に よ る 環 境 情 報の 開 示 事 例 の な か で、 ど の よ う に 評 価 す

べ き で あ ろ う か。 今 日、 欧州 企 業 の 多 く は 何 らか の 方 法 で 環 境 情 報 を 開 示 して い る が、 そ の 水

準 は 一 般 的 に 低 く、 高 度 な 情 報 を 開 示 す る 企 業 は 例 外 的 存 在 で あ る５〕
。 確 か に、 開 示 情 報 の 質 ・

量 か ら み て、 ＢＳＯ 社 の 環 境 計 算 書 は こ の 「例 外」 に 該 当 す る ケ ー ス で あ ろ う。 し か し、 同 様

に 高 水 準 の 情 報 開宗 を 行 う 他 社 の 事 例 と 比 較 して み る と、 内 容 的 に は か な り 異 な っ て いる こと

が わ か る。

イ ギ リ スＩＣＩ社 の １９９１ 年 度 の ア ニ ュ ア ル ・ リ ポ ー ト に 添 付 さ れ た 環 境 報 告 書 と 比 較 し て み よ

つ ｏ

ｌＣ１社 環 境 報 告 害 の 内 容

会長挨拶

ＩＣＩ グ ルー プ の 環 境 方 針

ＩＣＩ グ ル ー プ の 目 標

１． 新 設 工 場 の 環 境 面 で の 要 件

２． 廃 棄 物 の 削 減

ＩＣＩ グ ルー プ の 廃 棄 物 排 出 デー タ （１９９０ 年 ～ １９９１ 年）

３． エ ネ ル ギ ー と 資 源 の 節 約

４
．

リ サ イ ク リ ン グ

教 育 ・ 訓 練

自然保護

ま と め

ハ イ ラ イ ト

ＩＣＩ社 の 環 境 報 告 書 は自 社 の 環 境 保 全 活 動 を 内 容 と す る 記 述 情 報 を 主 体 と し た 報 告 書 で、 環

境 報 告 書 と して は 一 般 的 な ス タ イ ル を と っ て い る。 つ ま り、 自 社 の 設 定 した 環 境 目 標、 環 境 対

策 の 進 捗 状 況、 環 境 管 理 シス テ ム の 概 要、 有 害 物 質 の 排 出 記 録 等、 環 境 保 全 活 動 全 般 に わ た る

情 報 を 開 示 す る 総 合 的 報 告 書 で あ る。 情 報 水 準 の 程 度 に 差 こ そ あ れ、 他 の 開 示 事 例 も概 ね この

報 告 書 に 近 似 し た 内 容 を もっ と 考 え て よ い。 し か し、 ＢＳＯ 社 の 環 境 計 算 書 の 場 合 は、 有 害 物

質 の 排 出 ・ 放 出 情 報 だ け し か 記 載 さ れ ず、 環 境 保 全 活 動 に 関 す る 情 報 は 出 て こ な い。 さ ら に、

ＩＣＩ社 の 環 境 報 告 書 で は、 廃 棄 有 害 物質 デ ー タ を 物 量 基 準 で 評 価 す る が、 ＢＳＯ 社 の 環 境 計 算 書

で は、 付 加 価 値 計 算 の プロ セ ス に 組 み 込 ん で、 貨 幣 金 額 で 統 一 的 に 評 価 す る。

こ の よ う な 環 境 計 算 書 の 性 格 に っ い て、
ＢＳＯ 社 は 次 の よ う に 説 明 す る。

「経済 に お い て、 付 加 価 値 は 累 積 さ れ る。 し た が っ て、 最 終 生 産 物 の 付 加 価 値 は、 個 別 企 業 が
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生 産 物 に 加 え た 付 加 価 値 の 合 計 に 等 し い６〕」

「我 々 は環 境 を も 考 慮 し た 経 済 成長 を 支 持 し て い る。 一 中 略 一 企 業 の 付 加 価 値 が ＧＮＰ 計 算

に お い て 加 算 さ れ る の と 同 様 に、 控 除 価 値 も 『国 民 損 失 （ｎａｔｉＯｎａａ１Ｖｅｒ１ｉｅＳ）』 に 加 算 さ れ る

必 要 が あ る。 我 々 は、 そ の 差 額 を エ コ ＮＮＰ （エ コ 国 民 純 生 産） と 呼 ぶ こ と が で き る７〕」

企 業 を マ ク ロ 経 済 の 生 産 連 鎖 にお け る 構 成 要 素 と して 認 識す る 企 業 観 は、 オ ラ ン ダ経 営 経 済

学 の 伝 統 であ る が、 環 境 計 算 書 は、 こ の よ う な 企 業 観 に立 脚 し て、 伝 統 的 な 企 業 会 計 計 算 で は

考 慮 さ れ な い 環 境 コ ス ト の よ う な 社 会 的 費 用 を 企 業 の 生産 性 評 価 に 含 め、 ＧＮＰ と 連 携 さ せ る

の で あ る。 ま た、 共 通 の 測 定 尺 度 が 得 ら れ る こ と か ら、 企 業 の 経 済 効 率 と 環 境 効 率 を、 同 様 の

環 境 計 算 書 を 作 成 す る 企 業 間 で 比 較 す る こ と も可 能 で ある。 記 述 情 報 や 物 量 情 報 に よ る 環 境 報

告 書 で は、 各 企 業 の 環 境 保 全 活 動 を 具 体 的 に 知 る こ と は で き る が、 環 境 対 策 の 影 響 ・ 効 果 が 個

別 の 汚 染 状 況 や 環 境 条 件 に 依存 す る た め、 必 ず し も 比 較 可 能 性 の あ る 情 報 を 提 供 で き る と は 限

ら な い。

こ のよ う に、 ＩＣＩ社 の 環 境 報 告 書 で は、 企 業 活動 の 環 境 に 対 す る 影 響 を 会 計 計 算 の 枠 組 外 で

独立 的 に 取 り 扱 う の に 対 し、 ＢＳＯ 社 の 環 境 計 算 書 で は、 付 加 価 値 計 算 と の 一 体 化 に よ り・ マ

ク ロ 経済 に 結 び つ け て い る 点 に 特 異 性 が 認 め ら れ る。 そ の 結 果、 環 境 面 に お け る 企 業 行 動 を 経

済 政 策 や 最 適 な 資 源 配 分 を 通 じ て マ ク ロ 的 に 制 御 す る こ と が 可 能 に な る。

こ の よ う に 計 算 き れ る 純 付 加 価 値 は、 い わ ゆ る ピ ア ー ス ・ リ ポ ー ト醐 に い う 「持 続 可 能 な 所

得 （ｓｕｓｔａｉｎａｂ１ｅｉｎｃｏｍｅ）」 と き わ め て 近 い 概 念 に な る。 ま た、 そ れ は、 明 ら か に 「 グ リ ー ン

ＧＮＰ」 の 発 想、 っ ま り、 環 境 保 護 目 的 の 支 出 や 自 然 環 境 の 悪 化 を 貨 幣 評 価 して、 ＧＮＰ か ら 控

除 し、 経 済 活 動 に よ る 環 境 破 壊 を ＧＮＰ に 反 映 さ せ よ う と い う 考 え 方 と も 同 質 的 で あ 乱 そ の

意 味 で は、 環 境 問 題 を 個 別 企 業 の レベ ル で取 り 扱 う 環 境 報 告 書 に 比 べ て、 体 系 的、 将 来 志 向 的

な 開 示 事 例 と い え る。

Ｖ． 環境 計 算書 の問 題 点

こ の 環 境 計 算 書 に は 今 後 解 決 す べ き 間 題 が いく っ か 残 さ れ て い る。 た と え ば、 環 境 影 響 コ ス

ト の 測 定 や、 環 境 保 全 活 動 に 関 す る 情 報 の 開 示 問 題 で あ る。

１． 環 境 影 警 コ ス ト の 測 定

前 述 の よ う に、 ＢＳＯ 社 で は、 環 境 影 響 コ ス ト を、 限 界 コ ス ト と い う 概 念 を 使 っ て 間 接 的 に

測 定 す る。 そ の た め に、 目 標 と す る 環 境 水 準 を 設 定 し、 そ れ を 達 成 す る の に 必 要 な 環 境 保 全 手

段 の 単 位 コ ス ト を 決 定 す る。 し か し、 ＢＳＯ 社 の 場 合 は、 こ の 決 定 プ ロ セ ス が 明 確 で な い。 た

と え ば、 二 酸 化 炭 素 に つ い て い え ば、 気 候 変 動 に 関 す る 政 府 間 パ ネ ルの 中間 報告 書お よ び ＮＭＰ

プラ ス の 掲 げ る 「年 間 排 出 量 の １９９０ 年 水 準 へ の 安 定 化」 を 目 標 値 と して、 必 要 な 放 出 削 減 手

段 の コ ス ト 計 算 を 行 う が、 な ぜ、 結 果 的 に そ れ が ト ン あ た り １００ ギ ル ダ ー と い う 金 額 に な る の

か 不 明 で あ る。 環 境 計 算 書 の 評 価原 則 に つ い て 書 か れ た 説 明 か らわ か る こ と は、 削 減 コ ス ト の



オ ラ ン ダ Ｂ Ｓ Ｏ 社 の 環 境 計 算書（上 妻） ３７

評 価 参 考 情 報 と し て 何 を 使 っ た か、 そ し て・ そ れ ら は 削 減 コ ス ト を ど の 程 度 の 金 額 に 見 積 も っ

て い る か、 だ け で あ る９㌧ そ れ ら の 参 考 デ ー タ か ら、 ど の よ う に し て 限 界 コ ス ト を 導 出 し た の

か に っ い て は、 論 理 的 な 説 明 が ま っ た く な い。 こ れ は、 処 理 コ ス ト の 実 例 が 存 在 し な い 残 留 汚

染 コ ス トの 計 算 に関 す る 限り、 他 の 汚 染 物 質 の 場 合 も 同 様 で あ る。

ま た、 た と え、 そ れ ら の 説 明 が あ っ た と し て も、 そ も そ も 環 境 コ ス ト の 合 理 的 な言十 算 が 可 能

か どう か の 問 題 が 残 る。 た と え ば、 二 酸 化 炭 素 の 削 減 目 標 に つ い て、 気 候 変 動 に 関す る 政 府 間

パ ネ ル の 中 間 報 告 書 で は、 排 出量 安 定 化 の た め に、 人 為 的 な 排 出 を ６０ ％ 以 上 削 減 す る こ と が

必 要 だ と して い る が、 南 北 問 題 や 先進 工 業 国 間 の 利 害 が 絡 む 問 題 だ け に、 必 ず し も具 体 的 な 削

減 目 標 に っ い て、 国 際 的 な 合 意 が 形 成 さ れ て い る わ け で は な い。 削 減 コ ス ト に し て も、 削 減 手

段、 削 減 水 準 に よ っ て 異 な る し、 汚 染 発 生 の メ カ ニ ズ ム 自 体 が 完 全 に 解 明 さ れ て な い 現 状 で は、

「持 続 可 能 な 発 展」 の た め に どの 削 減 手 段 が 有 効 か は 議 論 の 余 地 が あ る。

環 境 計 算 書 の 構 想 が 一 般 的 に 支 持 を 受 け る た め に は、 ま ず、 こ れ ら の 測 定 に 関 す る 技 術 的 間

題 が 克 服 さ れ な け れ ば な ら な い。

２． 環 境 保 全 活重カに関 す る 情 報

自 然 環 境 は 不 可 逆 的 で あ り、 一 度 破 壊 さ れ た ら 容 易 に 原 状 回 復 し な い。 そ の た め、 現 代 社 会

で は、 最 大 の 汚 染 源 で あ る 企 業 の 環 境 責 任 が 強く 問 わ れ、 そ の 迅速 かっ 継 続 的 な 履 行 が 求 め ら

れ て い る。 一 般 に、 環 境 責 任 の 履 行 は 環 境 保 全 活 動 と して 行 わ れる が
、 通 常 の 環 境 報 告 書 と 違

い、 ＢＳＯ 社 の 環 境 計 算 書 で は、 こ の 活 動 に 関 す る 情 報 が 開 示 さ れな い。 環 境 計 算 書 か ら は ＢＳ

○ 社 に 環 境 方針 や 環 境 保 全 活 動 が 存 在 す る か どう か さ え も わ か らな い。

オ ラ ン ダ で は、 １９８９ 年８ 月 に、 環 境 省 （ＶＲＯＭ ） か ら 「企 業 内 環 境 管 理 に 関 す る 意 見 書

（Ｎｏｔｉｔｉｅ Ｂｅｄｒｉｊｆｓｉｎｔｅｒｎ Ｍｉ１ｉｅｕｚｏｒｇ） 」 が 出 さ れ、 ほ と ん ど の 国 内 企 業 を 対 象 と して、 １９９５ 年

ま で に 環 境 管 理 シス テ ム を設 置 す べ き 旨 の 要 請 が 行 わ れ れ 業 務 の 性 格 上
・

製 造 業 の よう に環

境 に 大 き な 負 担 を与 え な い ＢＳＯ 社 は、 こ の 対 象 に 該 当 し な い と も 考 え ら れ る が、 創 造 付 加 価

値 の １ ％ 近 い 環 境 汚 染 を 自認 して い る 以 上、 環 境 管 理 シ ス テ ム を 導 入 して 汚 染 の 削減 に努 める

べ き で あ る し、 ま た、 も し、 す で に 実 施 し て い る の で あ れ ば、 そ の 内 容 に つ い て 開 示 す べ き で

あ る。 環 境 計 算 書 で 自 社 の 汚 染 度 を公 表 し て も、 環 境 保 全 活 動 を 行 わ な い こ と の 免 罪 符 に はな

ら な い
。

地 球 の 将 来 を 環 境 問 題 が 支 配 して い る 現 状 で は、 企 業 行 動 も、 必 然 的 に、 環 境 へ の 配 慮 と い

う 制 約 を 受 け る こ と に な る。 し た が っ て、 環 境 情 報 の 開 示 に あ た っ て も、 環 境 責 任 の 履 行 状 況

に っ い て、 何 ら か の 言 及 を 行 う の が 妥 当 と 考 え ら れ る。 環 境 情 報 開 示 に 関 す る 制 度 的 規 制 が な

い 現 状 で は、 こ の 問 題 に っ い て、 企 業 に よ り 一 層 高 い モ ラ ル が 求 め ら れ る。
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１） Ｒ ｏｂｅｒｔｓ，
Ｃ．，

“ Ｅｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔａ１ ｄｉｓｃ１ｏｓｕｒｅｓ ｉｎ ｃｏｒｐｏｒａｔｅ ａｎｎｕａ１ ｒｅｐｏｒｔｓ ｉｎ Ｗ ｅｓｔｅ ｍ Ｅｕ－

ｒｏＰｅ，
” Ｏ ｗ ｅｎ，

Ｄ．（ｅ〔１．）
，

Ｇｒｅ ｍ Ｒｅρ ｏｒわ几ｇ ∫ αｃｃｏｕ 〃 α 肌 ツ απｄ 肋 ｅ ｃん α”ｅπｇｅ ｏ∫ 肋 ｅ π｛ ｍ れθｓ・

Ｃｈａｐｍ ａｎ ＆ Ｈａ１１
．

１９９２
， ｐ．

１４１

２） ∫６｛ｄ
．， ｐ．

１４０

３） オ ラ ン ダ に お け る 環 境 情 報 の 開 示 動 向 に つ い て は、 拙 稿 「オ ラ ン ダ に お け る 環 境 情 報 開 示 の 間題点Ｕ

河 合 秀敏 編 『国 際 会 計 と 国 際 監 査」 同 文 舘、 １９９３ 年、 を 参 照 さ れ た い。

４） １９９０ 年 ６月 に オ ラ ン ダ環 境 省 が 作 成 ・ 議 会 提 出 した 「環 境 政策 追 加 計 画 （ ＮＭＰ ｐ１ｕｓ）」 の こ と

で、 二 酸 化 炭 素 の 放 出 削 減、 酸 化 物 の 規 制 強 化、 自 然 保 護 ・ 開 発 政 策 の 強 化、 廃 棄 物 規 制、 土 壌 ・ 水

底 浄 化、 エ ネ ル ギ ー 節 減 等 の 環 境政 策 が 盛 り 込 ま れ て いる。

５） Ｒ ｏｂｅｒｔ昌，
Ｃ
．

Ｂ
．，

“Ｅ ｎｖｉｒｏｎ ｍ ｅｎｔａ１ Ｄｉｓｃ１ｏｓｕｒｅｓ＝Ａ Ｎ ｏｔｅ ｏｎ Ｒ ｅｐｏｒｔｉｎｇ Ｐｒａｃｔｉｃｅｓ ｉｎ Ｍ ａｉｎ－

１ａｎｄ Ｅ ｕｒｏｐｅ，
” λ ｃｃｏ〃π れ πｇ λ 阯ｄ 〃 πｇ ＆ λ ｃｃｏｕ ｍ αあ 〃 り Ｊｏ阯 ｍ α～

，
Ｖ ｏ １．４ Ｎ ｏ．３

１９９１
， ｐ．

６９

６） ＢＳＯ ／ ＯＲＩＧＩＮ
，

Ｊααｒ口ｅｒｓｊαｇ ｊ９９０
，

ｂ１ｚ．
１１

７） 丘．α．ρ．，
ｂ１ｚ １５＿ １６

．

８） Ｐｅａｒ ㏄，
Ｄ
．，

Ｍ ａｒｋａｎｄｙａ，
Ａ．， ａｎｄ Ｂ ａｒｂｉｅｒ，

Ｅ
．

Ｂ
。，

Ｂｒ ｍ ρｒ三枇 ∫ｏｒ α Ｇ ｒεｅη 亙ｃｏηｏ ｍ ツ，

Ｅａｒｔｈｓｃａｎ Ｐｕｂ１ｉｃａｔｉｏｎｓ Ｌｔｄ
，

１９９１ （ｆｉｆｔｈ ｐｒｉｎｔｉｎｇ ）

９） Ｋｒａ ｍ・Ｏｋｋ ㎝ の 研 究 （オ ラ ン ダ で、
２０２０ 年 ま で に 二 酸 化 炭 素 を ５０ ％ 削 減 す る 平 均 コ ス ト は

、
ト

ン あ た り ３６ ～ ４２ ギ ル ダ ー） 、 Ｂ１ｏｋ・Ｈｅｎｄｒｉｃｋｓ・Ｔｕｒｋｅｎｂｕｒｇ の 研 究 （二 酸 化 炭 素 を 捕 捉 し て
・

オ

ラ ン ダ の 古 い 油 田 に 貯 蔵 す る コ ス ト は
、

ト ン あ た り ３０ ～ ６２ ギ ル ダ ー）・ ＯＥＣ Ｄ の マ ク ロ 経 済 モ デ ル

（二 酸 化 炭 素 の ５０ ％ ～ ７５ ％ 削 減 コ ス ト は、 使 用 す る モ デ ル に 応 じて・ ト ンあ た り ５０ ～ ２００ ギル ダー）

が 掲 記 さ れ て い る。


